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施 策 の ポ イ ン ト
　地元住民や市民を中心にボランティアによる３つの部会活動が継続的に展開され、平均して１、２カ月に
１回の会合、事業活動、イベント等を実施し、参加者の輪を広げながら部会ごとに地域活性化に向けた目標
を推進している。

施　策　の　概　要
１．取組に至る背景・目的
　平成21年６月に策定した城陽市観光振興計画の重点施策である「梅の郷青谷づくり」の実現及び平成24年
３月に策定した城陽市梅の郷青谷整備計画推進のため、府緊急雇用対策事業補助金等を活用して青谷地域の
自然を活かし、地域の発展に資する事業として青谷梅林の復興に向けた取り組みや、地域内を有機的に結ぶ
散策道整備、青谷川周辺の里山環境づくり、青谷梅林の梅加工製品や新たな特産品開発に取り組む組織を設
置し、その活動を支援する。
２．取組の具体的内容
（1） 梅林部会では、梅林の復興と景観の維持のため、荒廃竹林の竹を伐採し、販売等その有効活用に取り組

んでいる。
（2） 里山部会では、青谷川・親水公園周辺の自然を活かしながら、蛍が飛び交う里山をめざして葦刈りなど

環境整備と散策道整備に取り組んでいる。また、青谷の自然に親しんでもらうため星空観察会やキノコ
観察会にも取り組んでいる。

（3）特産品部会では、梅をベースにした「城陽発」の特産品の開発と販路拡大に取り組んでいる。
（4）部会全体の交流会議として年２回ワークショップを実施している。
３．施策の開始前に想定した効果、数値目標など
① 荒廃竹林の整備により生産梅林面積の減少に歯止めをかけ、新植の用地を確保し増加に向けて取り組みを
強化する。②散策道の整備によって分散している観光資源（鴨谷の滝、一休温泉、親水公園、市辺梅林と
中梅林）を有機的に結び付け、自然を生かした青谷地域全体の活性化を促進する。③梅加工品の特産品開
発によって梅の需要を拡大するとともに付加価値を高め、観光梅林における観光資源の１つとして拡大・
充実を図るとともに梅林農家の後継者づくりにつなげていく。

４．現在までの実績・成果
① 荒廃竹林における竹伐採と竹炭づくりをすすめながら、竹伐採により拡張した広場に竹製ベンチを設置し
て堂山見晴台として開放している。

②平成23年に散策道として松尾の小道を整備し、24年度は天山散策道整備の準備をすすめている。　
③ 梅加工品として梅ソフト、梅シャーベット、白玉小梅、梅クッキー等の特産品を開発し、観光協会で常時
販売しているほか梅工房と協力して販売促進をすすめるとともに梅まつり会場でも好評を得ている。

５．導入・実施にあたり工夫した点や苦労した点とその対処法・解決策など
　地元の理解と参加を促進するため部会の具体的な活動に関して取り組んでいる内容を紹介し、協議する場
として年２回程度のワークショップを開催し、地元自治会の関係者にも参加をよびかけ質疑応答などを通じ
て理解を深めるとともに、広報チラシ「梅の郷青谷から」を発行し、青谷地域の自治会を通じて広く配布を
行った。
６．今後の課題と展開
　部会活動はボランティアによって実施しているが、ボランティアへの連絡調整機能を果たすうえで事務所
及び事務局スタッフの確保が必要である。平成24年度まで府補助金を活用して観光協会に委託してきた経費
相当分を継続して確保する必要がある。
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